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研究要旨 

コロナ禍における感染症届出数の変化について調べた。COVID19 はさまざまな感染症の流行状況に影響を与
えた。特に肝炎では、A 型は大きく減少し、B 型, C 型は減少、E 型は変化なかった。感染対策の影響で多くの
感染症の届出数が一時的に減少したが、コロナ収束後には増加傾向を示すものも多い。性感染症や輸入感染症
の増加、RS ウイルスや麻疹の流行など、今後の動向に注視しながら、公衆衛生対策を強化する必要がある。 

 

 
A. 研究目的 

日本には、感染症を予防し、発生の端緒を掴み、
広範囲に拡がったときに適切に対応できるように、
1999 年 4 月から「感染症法」を施行した。感染症法
に登録されている感染症を診断した医師は保健所に
届出する決まりであり、感染症の種類によって、強
制的な入院勧告や就業制限など感染拡大を予防する
ための措置が行われる。本研究では、コロナ禍にお
ける感染症届出数の変化について調べた。 

 
B. 研究方法 

感染症サーベイランスにより 1999-2023 年の発生
届のデータを抽出・解析した。感染症法で取り扱う
感染症のうち、本邦でこれまでに報告があるものに
ついて、届出対象の感染症を主要な標的臓器、感染
ルートごとに分類して説明する。 

 
（倫理面への配慮） 
情報については匿名化し、研究班では個人情報を

保持しない。また、情報公開の際も個人を識別でき
る情報は排除する。 

C. 研究結果 
(1) 肝炎 

 
コロナ感染症で、A 型は大きく減少し、 B 型, C 型は
減少、 E 型は変化なかった。 
 
(2) 性感染症 

 
性感染症はコロナの影響を受けにくい。特に、梅毒
は大きく増加している。 
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(3) 熱性疾患 

 
人畜共通感染症、ノミなどの昆虫を介した感染には
コロナの影響はなかった。 
 
(4) 脳炎、髄膜炎 

 
クロイツフェルト・ヤコブ病以外は、コロナで大き
く減少後、2023 年には増加傾向に転じている。 
 
(5) 呼吸器 

 

 
レジオネラ感染症はコロナ禍でも減少していない。
RS ウイルス感染症はコロナ禍でも 2021 年、2020 年
に増加した。 

(6) 消化器 

 

 
全ての消化器感染症はコロナ禍で減少している。 
 
(7) 小児科 

 

 
コロナ禍に水痘の入院が増えた。 
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(8) 皮膚科 

 
皮膚科感染症はコロナの影響を受けにくい。 

 
(9) 輸入感染症 

 
 
重症熱性血小板減少症候群はコロナ禍でも減少して
いない。 
 
D. 考察 

コロナ禍における感染症届出数の変化について調
べた。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流
行により、多くの感染症の届出数に変化が見られた。
この変化は、感染対策の実施や社会活動の制限、医
療機関への受診行動の変化などが影響を与えたと考
えられる。急性ウイルス性肝炎の動向についても、
コロナ感染症の影響が見られた。A 型肝炎の届出数
は大幅に減少し、B 型および C 型肝炎も減少傾向に
あった。一方で、E 型肝炎については特に大きな変
化は見られなかった。これらの変化は、衛生管理の
徹底や人々の行動制限が影響したと考えられる。一
方、コロナ禍においても届出数の変化が少なかった
感染症のひとつとして、人畜共通感染症が挙げられ
る。これは動物由来の感染症やノミなどの昆虫を介
して感染するものであり、その特性上、コロナ対策
の影響を受けにくかったと考えられる。同様に、皮
膚科領域の感染症や薬剤耐性菌の感染症も、大きな

変動は見られなかった。また、クロイツフェルト・
ヤコブ病も、感染経路が特殊であるため、コロナ禍
の影響を受けなかったと考えられる。一方で、性感
染症の届出数は大きく増加し、特に梅毒の増加が顕
著であった。これは、社会活動の変化や医療機関の
受診行動の影響を受けた可能性がある。一方、多く
の感染症は、感染対策の影響により届出数が急激に
減少した。その代表的なものとして、脳炎や髄膜炎
が挙げられるが、2023 年には増加傾向に転じている。
また、侵襲性インフルエンザ菌感染症は 2023 年以
降、特に増加が目立つ。呼吸器感染症全般も大きく
減少したが、RS ウイルス感染症のみは例外的に 2020
年と 2021 年に増加する傾向が見られた。消化器感
染症も、手洗いや衛生対策の徹底、外食機会の減少
などにより届出数が減少した。さらに、小児科領域
の感染症も全体的に減少傾向を示していたが、麻疹
については 2023 年から急激に増加しており、今後
の感染拡大が懸念される。また、輸入感染症である
デング熱やマラリアは、コロナ後の海外渡航の再開
に伴い、増加傾向が見られている。 

 
E. 結論 

コロナ禍はさまざまな感染症の流行状況に影響を
与えた。特に、感染対策の影響で多くの感染症の届
出数が一時的に減少したが、コロナ収束後には増加
傾向を示すものも多い。性感染症や輸入感染症の増
加、RS ウイルスや麻疹の流行など、今後の動向に注
視しながら、公衆衛生対策を強化する必要がある。 

 
F. 健康危険情報 

特になし 
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